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長安城南郊外における唐代墓地の発掘と初歩的研究
劉 呆運
(訳 三宅 俊彦)
唐の長安城は中国陳西省西安市に位置し、現在の西安市の中心区域であるO その外城は東西
9，694.65m、南北8，l95.25m であるO 長安城の南は秦嶺山脈に依り、北は清河に臨み、関中平原の
中心に位置しているO 関中はいにしえより兵家係争の地であり、戦略的にとりわけ重要な地であっ
た。
長安城の南郊外は土地がやや高く、東から西へかなり大きな台地が広がっているO その台地は
南に秦嶺を望み、北は長安城に接しており、唐代の人々の理想的な埋葬地であった。 多くの重要
な墓はみな、ここで発見されているのであるO この台地は東から西へ順にいくつかの大きな台地
からなっており、もっとも東側のものは少陵原、隣が鳳栖原、もっとも西側が高陽原と言い、南
側のものは神禾原であるO 秦禾原では唐墓の発見は少なく、ここでは触れない。
20世紀の80年代以来、西安都市部の拡大と建設の加速により、長安城の南郊外地区では新たな
考古学的発見が相次いでおり、大まかな統計によれば、この地区でこれまで発見されている唐代
の墓はすでに2，000基を超えているo この地区の考古学研究もまた、学界の注目を浴びているの
であるO
1. 長安南郊外の重要な考古学的発見
南郊外地区で発見された唐代の紀年墓は約200基あり、一部の墓はすでに概報が発表されてお
り、文献記載と合わせて、それぞれの台地の重要な発見を紹介したい。
( 1 )少陵原
少陵原の名称は漢代に起源を持ち、最初は鴻固原と呼ばれていた。 漢・宣帝が杜陵に葬られた
ため、杜陵原とも呼ばれる。 宣帝の許皇后は杜陵の南に葬られたが、 その陵は比較的小さかった
ため少陵と称され(古代では「小 」は「少」と通用)、 その台地もまた少陵原と呼ばれるように
なった(1)。 少陵原は西安市の南東に位置し、漉河と満河に挟まれ、北は黄渠、春臨、里王などの
村から、南は章兆、 引鎮まで、長さ約20km、幅6""-'10km、面積約140km2、海抜470"，，-，630m で
あるO 台地の一部は雁塔区だが、大部分は長安区に属するO この地区は開発が少ないため、墓の
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発見もあまり多くない｡主に次のようないくつかの墓がある｡
1.唐･貞順皇后敬陵:唐･玄宗開元25 (737)年
唐･貞順皇后敬陵は､長安区大兆鎮鹿留村の西50mに位置し､ 2004年に盗掘を受け､ 2009年
に緊急発掘が行われた｡墓全体の長さは70mあまり､ 7つの天井を持ち､単室の碍室墓である｡
地表には封土があり､陵園を持っ｡墓道､墓室には精美な壁画が描かれ､墓内には石門と石榔が
配される｡墓内から出土した哀冊の破片に｢貞順｣の2字が残っており､墓主が明らかとなった｡
『類編長安志』 (巻8 )には｢唐明皇貞順武皇后敬陵在県東四十里少陵原島勝坊､明皇御書碑猶
存｣とある(2)0
『旧唐書』 (巻51列伝第1后妃上)には｢玄宗貞順皇后武氏､則天従父兄子恒安王倣止女也｡ --
恵妃開元二十五年十二月亮､年四十余｡ ･･････葬於敬陵｣とある(3)｡
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唐･貞順皇后敬陵の発掘現場
唐･貞順皇后敬陵の墓室北壁壁画
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2 . 唐・清源県主墓:至徳3(758)年
寿王の第6女、貞順皇后の孫娘である。
1957年7月に発掘された。墓は長安区大兆鎮鹿留村に位置するO 墓室は盗掘がひどかった。
1957年に調査された。墓は斜めに下る墓道を持つ碍室墓で、あるO 墓道は4.5m が残存、左右の壁
には対称に小禽が4つあり、禽の高さは0.6m、奥行きO.4m であった。 南道の長さは 2m、 その
内碍が積まれていたのは長さ1.3m、頂部はアーチ形で、高さ1.52m であった。墓室は方形に近
く、一辺の長さ約2.9m、周囲の壁はわずかに真っ直ぐに積み上げられた部分が残っていた。 南
道と墓室の四壁には壁画が残っていた。陶鎮墓獣、男備、女備、十二支備、牛、羊、馬、路舵、
鴨の備および墓誌l 点、鎮墓石5 点が出土した。墓誌は方形で、一辺51cm、蓋に「大唐故贈清
源県主墓誌之銘」と築書で記されている。秦立倍の撰文、寿王・李瑠の書丹、誌文は行書であるO
墓主は丁酉(757)年建亥月10日に莞じ、建卯月18日に少陵原に葬られたことが記されているO
清源県主(? --757年)は玄宗の子、寿王・李璃の第6女で、貞順皇后の孫娘であるが、誌文に
は墓主の名前と字およびその生涯は記されていない(4)O
3. 唐・杜氏一族墓地
長安区大兆鎮司馬村に位置し、清の終わりころから続々と、杜済碍室墓、杜係の妻の岐陽公主
(憲宗の娘)墓、杜|渉碍室墓などが発見され、3点の墓誌が出土しているO 文献の記載によれば、
杜滝、杜如晦、杜済、杜亜、杜佑、杜数、杜牧などがみな司馬村の墓地に葬られている(5)O
4. 唐・郭子儀一族墓地
郭敬之墓:郭敬之は郭之儀の父親であるo �威寧県志・陵墓志』には、高陽原に葬られたと記
載されているo 2010年に発掘された郭子儀の曾孫・郭仲文の墓(唐・武宗会昌2 (842)年)は、
高望堆村の北に位置する。 その東側では金栄公主と郭仲恭(伸文の弟)の墓が発見されており、
鳳栖原に葬られたと記載されているO その西側では唐・蒋少卿墓(6)が発見されているが、記載で
は少陵原に葬られているO このことから少陵原と鳳栖原が交錯していることが見て取れるO この
地は二つの台地の境界であり、具体的な詳しい境界線はさらに考古学的発見を進めて実証してい
く必要があるO
少陵原では、 その他の一族の墓も続々と発見されているO 例えば2004年に発掘された梁行儀
墓(7)、2009年発掘の秦守一墓(8)などである。
( 2 )鳳栖原
少陵原の西に位置し、長安区章曲の北部で、西は高陽原に接するO この台地は章氏一族の墓地
を主としており、ここは章氏一族の先祖代々の墓地となっている。これまで発見されている章氏
一族の墓でもっとも古いのは十六園、北貌期のものであり、北周期のものも発見されているO そ
の中で唐・中宗の章皇后一族の墓がとりわけ素晴らしい。章皇后の父母の “柴先陵" およびその
兄弟の章淘、章浩、章洞、章枇、さらに章家の第九女の章城県主と第十一女の衛南県主の墓が鳳
栖原の中心の位置を占めているO
唐・如意元(692)年、蛮首の育承兄弟は強引に章皇后の2番目の妹を妾にしようと謀ったが、
章皇后の母親・崖氏が従わなかったため、甫承兄弟はついに崖氏と章淘、章浩、章洞、章枇の章
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氏四兄弟を殺してしまった｡史書には｢帝幽魔陵､玄貞流死欽州､妻住民為蛮首宵承所殺､四子
絢､浩､洞､漉同死容州(現在の広西省北流県)､后二女弟逃還京師｣と記されている(9)｡唐･
神龍元(705)年､中宗が復位して葺氏をまた皇后とし､国号を唐に復し､百官､旗職､服色､
文字もみな永淳以前の故事に戻した｡この時､詔贈して葺玄貞を上洛郡王､太師､薙州牧､井州
大都督とし､その兄葦玄億を魯国公､特進とした｡合わせて葦后の父･葺玄貞､母･崖氏､一番
目の弟･葺拘､二番目の弟･葺浩､三番目の弟･葺洞､四番目の弟･葦北の棺を広西から長安へ
と運んだ｡中宗･李顕と葺皇后は長楽宮に登り棺を望むと痛果し､棺を唐･景龍2 (708)年11
月14日に京城の南にある葺氏の先祖の墓地に埋葬された｡同時に｢加贈して玄貞を郡王となし､
謡を文献､その廟を号して褒徳､陵を柴先という｣とした｡さらに100余戸に陵墓の看守､清掃
を命じた｡
葺洞墓: 1958年に発掘された(10)｡葺洞は葺皇后の三番目の弟で､墓の構造は斜めに下る墓道の
2部屋の蒔室墓で､天井は2つ､壁寵は4つある｡墓道の東､西､北の三壁には0.9mの高さに
積まれた保護壁がある｡墓道と墓室に壁画が描かれ､墓室内の保存は比較的良好であった｡各種
の桶157点が出土し､男女騎馬桶､男立桶､騒蛇､羊､豚､鶏､犬､馬などがあり､牛車7柄が出
土した｡他に銅馬鎧､馬鋲､銅泡釘などがある｡また墓誌1点､石榔1組が出土している｡
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唐･喜浩墓の構造図(『物華天宝･唐代貴族的物質生活』より)
葦拘､葺浩､葺漉､葺城県主､衛南県主の墓は1988年に7067基地建設に合わせて発掘され､そ
の構造は葺洞墓と同じである｡出土遺物もおおむね一致する｡葺浩墓を例にあげると､墓の全長
は41.5mで､墓道､ 1つの天井､ 4つの壁寵､前後2つの墓室により構成される｡墓室内には壁
画が描かれ､内容は青龍､白虎､狩猟出行､侍臣､房屋､天象､竹林七賢､男女侍者などである｡
出土遺物は100点あまりで､主なものに陶車､陶馬､騎馬桶､彩絵陶桶､陶権､陶鶏､羊､犬､
騒蛇､三彩権､磁権などがある｡前室から墓誌が1点出土し､後室には石櫛が1組あった｡前室と
後室の間の商道内には石門が設けられていた(ll)｡
葺氏一族の墓地の近くからは､さらに賓轍墓が発見されている｡賓氏も唐代の有力な一族であ
り､皇室および他の一族と姻戚関係にあった｡賓轍は高祖･李淵の太穆皇后の従兄で､上柱国左
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衛府中郎将に封ぜられているO この墓は斜めに下る墓道に3つの天升ニを持つ単室の土洞墓であるO
墓誌は南道内から出土し、墓主の腰部から金玉宝銅帯1 点、鉄万l点、鍍金玉箸l点、破璃酒杯、
銀環および各種陶備30種類あまりが発見された。 これはほぼ完全に保存された唐代の墓であり、
盗掘を受けていなかった(ヘ
この他、1954年発掘の総章元年・李爽墓(ヘ1985年発掘の章君夫人胡氏墓(凶などが鳳栖原に位
置しているO
( 3 )高陽原
高陽原は今の西安市南西10km にある長安区に属するo r水経注』にrì穴水又西北枝合故渠、
渠有二流、上承交水、合子高陽原而北経河池阪東市北注漏水」とあるO 決水は漏水のことで、河
池阪は今の河池村付近であり、高陽原とは即ち今の河池村南東一帯の高地のことであり、唐代・
長安城の南西にある墓域である。 郭杜鎮北西の長里村にある唐・郭元誠塔銘、李威墓誌、丈八溝
出土の李潮墓誌にはみな、高陽原に葬られたと記載されている(日o
高陽原は東西約10km、南北3""""5km、長安区章曲の西から郭杜鎮の西までで、高低差は約10
m であるO 高陽原では戦園、漢、陪唐の墓地が多数発見されているO
主な唐代の墓は、以下のようなものであるO
1. 隠太子李建成妃子墓
2002年郭杜鎮羊村の農家の庭で、l基の唐墓が盗掘されているのが発見された。 考古研究者が
墓室に入り、実地調査を行った結果、墓内に墓誌があり、記載から隠太子李建成の妃子の墓とさ
れた。 墓から盗み出された一群の銀器は、公安機関に接収された。
2 . 萄王妃彰氏墓
2007年6月、西安市考古所は郭杜鎮東祝村の北で3基の唐墓を発掘した。 その中で5つの天井
を持つ唐墓より墓誌がL点出土し、墓主は萄王妃彰氏とされた。 貞観14年に長安で卒し、武則天・
長寿3(694)年に高陽原に葬られた。 萄王は惰・場帝の弟、楊秀であるO
3 . 李博義墓
李博義墓は郭杜鎮張康村の北に位置し、2003年に陳西省考古研究院と西安市考古所が共同で発
掘を行った。 この墓は斜めに下る墓道に、5つの天井と5つの過道、4つの小禽を持つ、3室の
碍室墓であるO 墓室は前、中、後の3室に分かれており、これまでのところ唯一の3室の唐墓で
あるO
墓室内から妃子の墓誌蓋が発見され、上面に築書36文字 「大唐故礼部尚書検校宗正卿上住国贈
開府儀同三司荊州大都督隣西郡王妃王氏誌銘」が陰刻されていた。 壁禽内からは騎馬備と風帽備
10点あまりが発見された。
発掘の過程で、この墓は早くに何者かに破壊された痕跡を確認した。
4 . 章慎名墓
章慎名墓は郭杜鎮茅披村の南に位置し、長い斜面の墓道に天井と小禽を持つ単室の碍室墓であ
り、平面形はほぼ長万形を呈し、南向きに作られているO 墓道、天井、過道、壁禽、碍によるアー
チ状の南道、墓室などの各部分より構成され、残存長18.3m、方向は真南である。 章慎名墓は何
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度も盗掘に遭っており､墓室内の副葬品はバラバラの陶器片と2点の墓誌が残るのみであったが､
修復を経て陶権､粕陶灯､彩絵塔式権､陶風字硯などが確認された｡ 4つの壁寵は密封されたま
まで原位置を保っており､大量の陶桶が出土した｡墓室内には一部壁画が残存する(16)0
葺慎名の官職は彰州刺史であり､上柱国､銀青光禄大夫に封じられている｡埋葬された時期は
開元15 (唐･玄宗､ 727)年で､その妻･劉約は開元24 (736)年に合葬されている｡
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唐･李博義の墓室の構造
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唐･李博義墓出土の風帽桶
唐･喜慎名墓の墓室西壁壁画(樹下鞍馬侍女図)
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5.劉智墓
劉智墓は郭杜鎮康杜村の北に位置する｡ 2004年に発掘された｡この墓は長く傾斜した墓道に天
井と小南を持っ単室墓で､南向きである｡墓道､ 3つの天井､ 3つの過道､ 2つの壁寵､両道､
墓室からなり､全長22.6m､方位はS3o Wである｡
劉智の官職は朝散大夫､司宰寺丞､上柱国である｡唐･高宗の総章2 (669)年に､夫人とと
もに高陽原に葬られた｡
劉智墓内からは陶鎮墓獣､騎馬桶､白磁権､組玉凧など100点あまりの遺物が出土した｡
劉智墓の墓室発掘状況
6.皇甫悦墓
皇甫悦墓は郭杜鎮茅坂村の南に位置し､ 2003年に発掘された｡墓は斜めに下る墓道を持っ土洞
墓で､平面形は刀形を呈し､南向きで､墓道､両道､墓室の3つの部分からなる｡墓主の皇甫悦
は薙県県尉であり､唐･玄宗の天宝10 (751)年に夫人とともに高陽原に葬られた｡墓室内から
は鎮墓獣､天王桶､十二支桶､侍女桶など80点あまりの遺物が出土した｡
7.鴻和壁墓
鴻和壁墓は郭杜鋲の北､五橋村の東に位置し､隣西省考古研究院が2002年に発掘した｡長い斜
面の墓道に天井を持っ単室の樽室墓で､墓の平面形は刀形である｡激しい盗掘のため､墓室内に
ほとんど出土遺物はなく､商道内に墓誌､鎮墓獣､天王桶､脆拝桶､文官桶などが残されている
のみであった｡
鴻和壁は唐･粛宗の乾元2 (759)年に京城の礼泉里で卒し､乾元3 (760)年に高陽原に葬ら
れた｡
(76)長安城南郊外における唐代墓地の発掘と初歩的研究(劉)
し唐･皇甫悦墓の墓室発掘状況
唐･皇甫悦墓出土の鎮墓獣
唐･皇甫悦墓出土の十二支桶
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8.賀蘭宜第四女墓
賀蘭宜第四女墓は郭杜鏡の北､五橋村に位置し､隣西省考古研究院が2003年に発掘した｡墓は
斜めに下る墓道と両道を持っ単室の土洞墓である｡墓室の保存状況は良く､陶瓶､陶権､陶桶､
銅鏡､鉄器など34点の遺物が出土した｡
賀蘭宜第四女は唐･太宗の貞観17 (643)年に､薙州長安県福民郷高陽の台地に葬られた｡
9. CZTM326号墓
M326号墓は郭杜鏡の北､五橋村に位置し､隣西省考古研究院が2003年に発掘した｡この墓は
竪穴墓道を持っ単室の土洞墓であり､平面は刀形を呈し､南向きである｡墓道､両道､墓室から
なる｡全長5.22m､墓の深さは地表から4m､方向は真南である｡墓からは26点の副葬品が出土
した｡陶器､磁器､銀器､銅銭などがある｡ 14点の銀奴は､扇形を呈して整然と墓主の頭部に挿
され､上に雲母片が若干あり､さらに2点の骨箆が頭の後ろに挿されていて､埋葬時の状況のま
まであった｡またガラス玉が墓主の頚部から出土している｡雲母片は頭の下から出土し､白磁の
三足小孟が左の膝部より発見されている｡陶権は墓室の北東隅に置かれていた｡
墓の構造から判断すると､埋葬時期は唐代晩期と考えられる｡
M326号墓の構造
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M326号墓出土の壷金銀鉦
2.長安城南郊外の唐代墓地の分布
長安城南の郊外では1986年より､多くの発掘調査が開始された｡発掘された唐代の墓の累計は
2,000基あまりである｡墓は主に少陵原西部と鳳楢原､高陽原に集中している｡神禾原での発見
はほとんどない｡
それぞれの台地上には大型墓地だけでなく､多数の中小型墓も分布している｡
1.少陵原
A :皇族墓葬区:貞順皇后敬陵､清源県主｡
B :貴族墓葬区
杜氏一族墓地:杜済､杜保の妻･岐陽公主､杜捗｡杜如晦､杜牧(文献記載)0
郭子儀一族墓地:郭仲文､金菓公主墓｡
長孫氏墓地:文献記載｡
C :小家族墓葬区:梁行儀墓､秦守一墓｡
D:平民墓地
2.鳳楢原
A :貴族墓葬区
葺氏一族墓地: "柴先陵''､葦拘､葺浩､葺洞､葺漉､葺城県主､衛南県主墓｡
賓氏一族墓地:賓轍墓｡
顔氏一族墓地:顔真卿等(文献記載)0
B :小家族墓地
C:平民墓地
3.高陽原
A :皇族墓葬区
隠太子･李建成妃子墓､萄王妃彰氏墓､李博義墓｡
B :貴族墓葬区
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章氏一族墓地: 章真名墓。
C: 小家族墓葬区
皇甫悦一族墓。
D:平民墓地
賀蘭宜第四女、子十五娘等。
各台地で発掘されている中小型墓はたいへん多いが、発表されている資料が少ないため、刊行
を待って補足していきたい。
3 . 長安城南郊外における墓主の身分および埋葬地の初歩的研究
長安城南郊外の墓主の身分はかなり複雑で、唐代社会の各階層を含んでいる。 皇室の成員、貴
族などの他、平民や貧民もいるO
皇室の成員の埋葬地は 2カ所発見されているO 長安城の南東方向に埋葬された皇族の成員は比
較的高い待遇を受けており、生前・死後とも地位は高い。 代表的な人物は唐の玄宗・李隆基の寵
妃-武恵妃であるO 武恵妃は武則天の従兄の娘であり、その父は恒安王・武依止であり、玄宗の
祖母の兄弟の子供にあたるO 武依止が早くに亡くなった関係で、武恵妃は幼くして宮中で養われ
た。 李隆基が即位した後は、武氏を相当に寵愛した。 開元12(724)年に玄宗が正室の王皇后を
廃してからは、武氏を恵妃に封じ、宮中での彼女に対する礼儀は皇后と同等とした。 その母の楊
氏を鄭国夫人に封じ、弟の武忠と武信をそれぞれ因子祭酒と秘書監にした。 武恵妃は聡明で琴棋
書画に優れており、玄宗の寵愛を争って、彼女は太子ら3人の王子の殺害を計画して、自らの子
を太子に立てさせようとした。 しかし、大臣の強い反対にあい、彼女の計画は思い通りには進ま
ず、後に病により世を去った。 死後は皇后レベルの葬礼が行われて “貞順皇后" を追贈され、墓
地を “敬陵" と称した。
敬陵の所在する鹿留村には、さらに武恵妃の子の懐哀王敏(ヘ娘の戚宜公主(8)、孫娘の清源県
主の3人が葬られている。
他に『旧唐書J(巻116列伝第66粛宗代宗諸子)に「恭諮太子侶、粛宗第十二子。 至徳二載封興
王。 上元元年六月莞。 …詔宰臣李撲持節冊命。 十一月、葬子高陽原」とあるが、恭諮、太子陵は具
体的にどこにあるのか、今のところまだ定論はない。
長安城南西方向に葬られた皇室の成員の墓は、待遇が低い。 一般に在世時に殺されたか、降格
させられたか、皇室で重んじられなかった人物であるO これらの人々は唐王朝によって風水の悪
い長安の南西隅に安置されたのであり、その寓意するところは深長であるO
隠太子李建成は玄武門の変で殺されたのであり、彼の墓を皇帝陵に陪葬することはできず、ま
た良い風水の貴地を選ぶことも不可能であったため、高陽原の西部で、長安城の南西隅の、平民
墓地の傍らこそが、もっとも良い落としどころであった。
隣西郡王・李博義も同様で、在世時は酒食遊楽にふけり、何もなすところがなかった。 ところ
が死後、礼制の本分を越え3つの部屋を持つ墓を作ったのであるが、それは結局皇室の容れざる
ところであった。 李博義の墓は埋葬後間もなく、当局によって大規模に破壊された。
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『旧唐書J(巻60列伝第10)は次のように記すo I隣西王博義、高祖兄子也。 高祖長兄日澄、次
日湛、次回洪、井早卒。 武徳初、追封澄為梁王、湛為萄玉、洪為鄭玉、澄、洪無后、博義即湛第
二子也。 武徳元年、受封。 高祖時、歴宗正卿、礼部尚書、加特進。 博義有妓妾数百人、皆衣羅精、
食必梁肉、朝夕弦歌自娯、!騎修無比。 与其弟激海王奉慈倶為高祖所部、帝謂目、 “我怨仇有善、
猶擢以不次、況子親戚市不委任? 聞汝等唯泥近小人、好為不軌、先王墳典、不聞習学。 今賜絹二
百匹、可各買経史習読、務為善事" 。 戚亨二年(672)莞、贈開府儀同三司、荊州都督、論日恭」
局王および妃子は惰代の皇室の成員であり、彼らの埋葬地に対して唐王朝は規定の場所があっ
たはずであるが、長安南西隅の下位としたのは、あるいは役所側が彼らのために前もって選んで
しまった埋葬地なのかも知れない。
真南と南東方向に葬られた家族の墓は、多くは名門名家である。 章曲に居住した章氏一族、杜
曲に居住した杜氏一族、長安城に住んだ郭氏や顔氏一族などがそうである。 注目すべき現象は、
一般に大型の一族の墓地はみな居住地付近にあるということであるO 特に名門名家ではその居住
地に近く、彼ら一族の墓地は比較的良い位置を占め、代々受け継がれているO 章氏一族の墓地を
例に取ると、彼らは代々長安の章曲に住み、その一族の墓地に章曲北側の鳳栖原を選択しており、
北貌の章該墓(19)、北周の章孝寛墓(2ヘ章彪墓が発見されている。 章彪は章惑の子であり、大きな
一族の墓地の中で相対的に集中した小家族墓地を形成しているO 一族の系統が膨大であるため、
高陽原でも同じように章一族の墓が発見されているO
この他、郭子儀一族の墓、顔真卿一族の墓も鳳栖原に位置し、その他の小さな家族墓地もその
一角を占めている。
杜曲に居住した杜氏一族の墓地は、杜曲北側の少陵原大兆鎮司馬村一帯に位置し、文献記載と
出土墓誌が明らかにしたところによれば、杜氏一族の重要な成員はみなこの地に葬られているO
章氏と杜氏の 2 つの大きな一族の墓地の分布から、代々長安に住む大きな一族の多くは、それ
ぞれの台地の比較的重要な区域を占有し、彼ら一族の墓地としていることが分かる。 また長安城
内で新たに興った貴族の、郭子儀一族の墓や長孫氏一族の墓などは、みな彼らの墓地の範囲の外
側にあるo さらに小さな家族墓地は、大きな一族墓地のはざまで生き延びているO
高陽原は章氏一族の墓を除けば、多くは中小型の家族墓地であり、一般に数代かぎりであるO
皇甫一族、万氏一族(2[)などがそうである。
長安城の平民の埋葬地はそれぞれの台地で発見されているが、一般にみな分散しているO 唯一
高陽原の北西部では比較的集中しており、約2，000基の墓が発見されている。 密集して分布して
おり、配置は規則正しく、切り合い関係も非常に少なし'0 このことから判断すると、ここは長安
城西南郊外の比較的大きな平民墓地であり、当局が平民の埋葬を許可し、かっ順番を管理した墓
区であると言えよう。
賀蘭宜第四女の墓誌は、次のように記す。 「大唐上柱国上谷郡開国公賀蘭宜第四女、春秋廿有
七、以貞観十七年歳次笑卯十月丁未朔十五日辛酉菓子家第、即以其月廿日景寅、葬子羅州長安県
福民郷高陽之原礼也。 」
墓誌には夫の姓名が見えず、父親の姓名が記されていることから、この女性は嫁がずに賀蘭家
で亡くなったことが分かる。 身分は未婚の女性である。
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干十五娘の墓誌は、次のように記す。「干氏女諦定娘、河南人。右千年中郎観之第四女也…以  
五月十日終干浄法寺之精舎、年一十有六。…」   
干十五娘は16才で浄法寺にて世を去ったが、それ以前もずっと浄法寺に住んでいたはずであり、  
彼女の身分は賀蘭宜第四女と一致する。   
この墓地からは、さらに唐・開耀元（681）年の比丘尼真意の墓誌も発見されており、一部の  
僧も死後に高陽原へ葬られたことを証明している。   
墓の構造と出土した墓誌から、この基地の基主は社会的地位が比較的低いことが分かる。M326  
などは、墓の形は小さいが、髪飾りは豊富でありこれまで見たことのないものである。髪飾りの  
鍍や替の数量を観察すると、その身分は低くないように見える。   
これまで述べたことをまとめると、長安城南郊外の蓋および墓主の身分に関して初歩的な理解  
を得ることができ、それは以下のいくつかの項目が共通している。  
1．平民の墓は各台地上に分布するが、大規模な墓地は高陽原でのみ発見されている。   
2．一族の墓地はそれぞれの台地にみな分布しているが、みな代々その地に居住した名門名家  
が申」亡一、を占める。   
3．皇族の基は少陵原と高陽原に分布し、位置の違いにより、身分の違いを明確に示す。   
考古の新資料が絶え間なく出土するのに従い、長安城南郊外に対する研究も絶えず詳細に、深  
く掘り下げられてゆくであろう。  
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